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1　被爆国日本と危険な最近の動向
　（1）はじめに
私は1984年の夏，アメリカのデュポール大学のゾリック教授が主催する，次の二つのシンポジュ
ームに誘われ，参加した。
　アメリカ心理学会第92回総会（1984年8月27日，於カナダのトロント市）
　国際心理学者会議第42回総会（同8月30日，於メキシコ・シティ）
以下はその際の日本文の原稿と，読みあげた発表論文である。
　（2）私の原爆体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　1945年8月6日午前8時過ぎ，広島に原子爆弾が落とされた。私はその時爆心地から2キロ余り
離れた広島高等学校の校庭で，朝礼に出席していた。突然目の前が黄色く光ったかと思うと，無数
の電球がぶっつかりあったかのような大爆発とともに，崩れる建物から木片やほこりが飛び交っ
た。校庭に整列していた30余名の者ははじかれたように校舎の中に逃げ込み，木片とほこりの落下
する廊下をわれ先きに防空濠に向って走り出していた。当日は雲一つない晴れあがった明るい夏の
朝だったが，原爆は一瞬照明弾のような錯覚を与える程周囲を黄色く光らせた。したがって次には
爆弾が落ちてくるに違いないという錯覚が，しやにむに私たちを防空濠に向って走らせたのだ。そ
れから，しばらくたって静か過ぎる外の気配に，おそるおそる防空濠からはい出してお互いに顔を
見合わせるまでにどれ位時間がたったのだろう，それまでの記憶は全くない。
　その頃広島市民の間には日本全土の都市がB29に軒並み空襲されていく中で，なぜか（京都市と）
広島市だけがはずされている。しかしそれはありうることだろうか？　といったような，漠然とし
た一種の希望がらみの疑心暗鬼が生まれ始めていた。だからこそ爆弾投下前日の日曜日の盛り場
は，異常な程の人出でにぎわった。つまり爆弾投下は広島市民にとって全くの不意打ちのようなも
のであった。したがってその時顔を見合わせた者の表情の中には，ギャンブルで見事にあてがはず
れた者同志が感ずる一種の気はずかしさのようなものが滞っていた。むろんその時には，その年の
暮れまでに即死者7万人を含む14万人もが死亡し，5年後までに6万入が原爆病で追加死亡すると
いう大惨事が，ただの一発の爆弾でひき起こされていようなどとは，夢にも知る由はなかった。
1
78
　おっかなびっくりでお互いにただ暗い顔を見合わせるだけで，話すことぽも余りなかった。が，
しぼらくたってから，校門の外の民家が軒並み半壊し，あちらとちらから火が出て燃え始めている
のに気がついた。誰からともなくバケツリレーで消火作業を始めたが，メラメラと燃え始めたその
火の群はなぜか水をかけてもかけても消えなかった。まさに焼け石に水であった。そうこうしてい
るうちにクラス担任の教授の奥さんが重傷との一報が入り，あわてて2，3人で大八車をひいてひ
きとりに行った。こうして忙しい私たちのこの日の作業が始まったのだ。その頃には既に路上には
爆風のためやけただれた衣服の端からたれ下った皮膚や，やけどで皮膚がはげて赤黒くなったはだ
が見えかくれする女，子どもの逃げてくる列が陸続として続いていた。「これは思っていたより被
害は大きいそ，容易なことではなかったのだな」との思いが，誰彼の別なく人々の心を次第に暗く
させていったg
　われわれが大八車をきしらせてにわか仕立ての病院になっていた広島女専に運びこんだ教授の奥
さんは，全身の皮膚がやけどでふやけ，眼は全く見えなくなっていた。rお父さん水を下さい」と
いう彼女のうめき声と，その度に「よし，よし」とこまめに水を口にふくませていた老教授の姿は
その後いつまでも私の脳裏に焼きつけられて消えなかった。その彼女も翌日の明6方あっけなく息
をひきとった。周囲には既に同じように重傷の患者が処狭しと運びこまれていたが，医者も薬のあ
てもなく，うめき声とともにただ放置されているだけだった。そして歯の抜けるように次から次に
死んでいったという。むろん即死した友人，知人も，後から解ったことだが何人もいた。
　まさに生死は，紙一重であった。爆心地により近い自動車工場で故障した自動車の下にもぐりこ
んで，点検していたおかげで爆風から遮断され九死に一生を得た同級生の中条一雄（後に朝日新聞
記者となった）は，一瞬にして父を失い，やっとの思いで探しあてた母親は身動きのできない重傷
だった。その後同じような数百名の重傷の患者とともに治療のあてもなく幾つかの収容所を転々と
移動させられた後死んで行った母親を，ただ手をこまぬいて見守る他はなかった悲惨な3ケ月間の
模様を，彼は“私のヒロシマ原爆（1）”の中に書いている。
　むろん生き残った者の中にも悲劇は連綿と続いたのだった。通学途中の路上で被爆し気を失った
後しぼらくたって息を吹き返したもうひとりの友達，片岡は，それでも半分だけがやけどで黒くな
った頭をさも大事そうにかかえて毎日学校に通い続けていた。一瞬にして崩れ落ちてきた天井の下
敷きとなりやっとの思いではい出して助ったもうひとりの友達，添田は，目の前で燃え出した火の
中にのみこまれて行く恋人の運命をどうすることもできなかった。その時の恋人の顔と声を一瞬で
も多く忘れようとして，彼は被爆者援護会の活動にのめりこんでいった。しかし，この2人の友も
申し合わぜたように4ケ月目に相前後して発狂し，死んで行った。
　私はその日負傷者や遺体の運搬等々に次々にかり出された。こうしてかつてない長い忙しい一日
を送った後，黄昏迫る爆心地を通って帰宅した。道路上にはあちらこちらに黒こげになった死体や
はらわたのはみ出した死体が散乱していた。そしてその中を全身やけどで皮膚が真赤になり，水を
求めてさまよう重傷者にたびたび行き交った。がむろんどうすることもできず，手をこまぬいて見
過す他はなかった。その頃には投下された爆弾が大型の特殊爆弾だったらしいという情報が誰の口
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からともなく流れ出し，広がっていた。しかし，その爆弾がたったの一発でこの惨事とは，当時と
しては誰ひとり思いも及ぼないことであった。
　当時私は広島市内の学校に通学する妹3人と郊外に家を借り，叔母の世話になっていたが，その
妹たちは，その夜はとうとう帰ってはこなかった。運悪く庭に出ていたため顔の一部を閃光でやけ
どした叔母と，妹達の安否を気づかいながら半壊したわが家の近くの土手の藪の中に蚊帳をつっ
て，寝苦しい一夜を過ごした。その叔母も5年後には胃ガンでなくなった。
　土手の藪の中には蚊帳の列ができ，うめき声がみちあふれ，例の全身の皮膚がやけどで赤黒くな
った男女が水を求めてさまよう姿が夜通し，薄暗い夜明かりの中にぼんやり浮んだり消えたりして
いた。まさに生き地嶽であった。
　そんな中で翌日の昼過ぎになって，3人の妹が相次いで帰ってきた。奇蹟を見る思いであった。
もし爆弾がものの15分も早く落とされていたら，私たち4人はともに通学の途中の電車の中で被爆
していたろう。そして多分よくても複数の死人を出していたことだけは確かであった。いずれも爆
心地を通って，幸運にもその外に出た直後の短い時間内に，爆弾が投下されていたのだったから。
私は妹たちを翌日瀬戸内海の小島に住む両親のもとに帰した。そしてその生き地嶽のような土手の
上の蚊帳の中で，叔母となお3日間を過ごした。多くの人々はまだ爆弾が落ちてくるに違いないと
思って，土手の藪の中に蚊帳をつって避難しているのだった。そしてその後でなお時折敵爆撃機の
攻撃を受けてあえぎながら走る汽車に乗って私も両親の下に帰った。その5日後に私は生れた故郷
で終戦を迎えた。私たちきょうだい4人はこうしてこの日幸運にも，ともに九死t／c－一‘生を得たのだ
った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　それから40年。私は商売柄，何冊かの本や，さまざまの論文を書いてきた。しかしこの被爆の思
い出だけは，なぜかまだ一度もどこにも書いてはいない。あるいは死んで行った者たちに対する，
生き長らえた者のうしろめたさのようなものも少しはあったかもしれない。しかし今から考えてみ
ると，それよりも「ふれたくない」少しでも「忘れていたい」という思いが，この40年間この被爆
経験者の心をとらえていたというのが，最も偽りのない私達の気持ちではなかったかと思う。
　世にいう“原爆乙女（2）”といわれる25人の女性がいる。被爆10年目に，ノーマン・カズンズやイ
ーダ・ディ等のアメリカの民間の平和主義者によってニュ　一一ヨークに招かれ，治療と手術を受け
た，ケロイド被害の特にひどかった女性たちのことである。いずれも今は50歳前後になっている
が，うち21人は今も健在である。アメリカとカナダに住む4人を除く17人は，紆余曲折を経た後，
運命の手にたぐりよせられるかのように，今は全員広島県内に住んでいる。彼女らの多くは原爆取
材の申し出を受けるとかたくなに拒否するという。そして被爆の思い出ということになると全くと
いってよい程口をつぐみ，できたら放っておいて欲しいと拒絶し，ひっそりと前身をかくして生き
ているという。中にはハンサムな夫と恋愛結婚して，健康な子どもを設けている，幸運な例もない
ではない。その幸運なひとりの次のようなことばが，私を含めた多くの被爆者40年間の本当の気持
ちを最もよく代弁しているように私には思われてならない。
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　「世間的にはわたしたちのことを幸福とよぶのだろう。だがどうしても“しかし”とか“やっぱ
り”と考えこんでしまう。もしあの日，あんなひどいやけどをおわなかったら，もっと明るく，も
っと大胆に人生に取り組むことができたのではないか？もっと別の人生があったろう。」
　私は彼女らとは違ってカスリ傷一つおわなかった。しかしその私でも直後には口内炎に似た症状
に悩み，いいようのない脱力感におそわれた。またたとえぽ5年目頃にも突然両足に紫色の大きな
班点ができたりなどして，とめどもない不安につき落とされたことが何度もあった。それでも何故
か医者には診てもらおうとはしなかった。これは私の妹たちとて同じだったと思う。私たちはつい
についぞ原爆については，この40年間一度も話し合ったことはなかった。つまりからだの被害より
も，心に受けたいたでの方が遙かに重く，深刻だったのだ。
　夜中にはっと眼をさまして，子どもが，いや孫がある日突然白血病にでもかかっていたら，私は
誰にどのようにして誤まり，許してもらえることができるというのだろうか？一寝むられぬ夜が
突然おそってきて，底知れぬ不安につき落とされ続けた，この40年間であった。つまり「もうたく
さんだ〃」できたら一瞬たりとも多くの時間忘れていたいという思いにかられることの方が多かっ
たというのが，私達の最も自然な気持の表現ではなかったかと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　その私が今なぜ，しかもアメリカにきて原爆体験について語ろうとするのか？　実は私自身にも
自分の真意（深層心理）がまだよく解ってはいない。あるいは寄る年波とともに長年深層心理にひ
っかかっていた何かがふっきれたのかもしれない。しかしそれよりも私たち被爆者には，何よりも
次のような信念と，むなしい願いのようなものがある。
　自由と人権を尊ぶアメリカが，たとえ戦争を早く終らせるためという大義名分があったにしろ，
原爆を広島と長崎で使ったのは事実である。むろん多くのアメリカ人が信じているように，私も日
本かドイツが先に手に入れていたらまちがいなく使っていたと信じている。そしてアフガニスタソ
侵略，大韓航空機撃堕，ラングーンテロ事件と続けば，社会主義国だってまちがいなく使うだろ
う。つまり核があるかぎり，大戦になれぽ核が使われることはまちがいない。しかもその命中率は
完壁なものに近づきつつある。とすれぽ日本が生き残る唯一の道は核がないこと，核を持たないあ
かしを全世界に示すこと以外にはない。つまり平凡なことだが（そしてそれを守ることがたいへん
むつかしくなっている）非核三原則を守ることこそが，日本が生き残る最低の条件だという信念の
ようなものを，私たち被爆者は持っている。もしアメリカに良心があるならぽ，一度使った日本に
だけは核を持ちこまず，持ちこませないようにしていただきたい。そうでなけれぽ被爆者たちは，
人類を信じえなくなるだろう。
　そして日本の発達心理学者として，もう一つの動機のようなものをつけ加えさせていただきた
い。“The　Day　After”がアメリ・カであれ程のフィーバーをまき起こしたことが示しているよう
に，原爆を広島と長崎に落とす決断をしたのは，むろんアメリカ国民一般ではない。アメリカの政
府（むろん選んだのは国民であるが）である。
　一方日本では私達の目前で原水爆禁止運動は分裂に分裂を繰り返してきた。そしてそれとともに
4
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原爆被害があたかも一つの神話であったかのように風化する世代がふえてきている。そしてそれを
待っていたかのようにその風化を促進するかのような動きが，政府筋を中心に次第に強まってきて
いる。このままでいけぽ早晩，日本政府の方でアメリカから核を誘いこむようなことになることは
間違いないだろう。いや既にカールビンソンは入港している。そのような空気が今まさに作りあげ
られようとしている。私は被爆したひとりの発達心理学者として，無駄かもしれないが，そのこと
を以下のように証言し，警告しておきたいと思ったのである。
　（3）最近の危険な日本の動向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　たとえば，ここに他国の子どもにくらべて，日本の子どもにおとなに都合の「よい子」がたいへ
ん多く作られてきているという興味ある研究がある。
　アメリカのコールバーグ（Kohlberg，　L）がアメリカのシカゴの子どもとタイワン，　トルコ，メ
キシコ，ユカタン半島の子どもの道徳性の発達過程を比較研究した結果，これらの国々の子どもた
ちは多少の早い遅いの違いはあるが，同じ三つの発達水準（段階に分けれぽ，一つの発達水準にそ
れぞれ2段階があり，合計6段階）をたどっておとなの道徳性を身につけていくことが解った（図
1参照，図は6段階になっている（3））。
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　　　　　　　　　　　　　　図1各年齢段階における発達段階の分布
　そして日本の山岸明子がこの方法を日本の京浜地方の子どもにあてはめてやってみたところ，極
めて興味ある特徴が日本の子どもにはあることが解った（4）。図2のようにアメリカの子どもは10歳
段階では①の前慣習的水準，いわぽ「しつけ」られている段階の権威主義的判断志向が多く，次い
で②の慣習的水準，いわばおとなが作っているその社会の法と秩序に従順に従う，しつけの目標で
ある徳目に忠実なよい子的判断志向の順番になっているが，13歳段階ではそれが極めてダイナミッ
クな展開をし始める。そして16歳段階では③の後習慣的水準，すなわちしつけられたものをもう一
度問い直し，自分の良心，自分の主体的判断に照らして行動する，おとなの道徳性が次第に身にっ
けられ，これにとって代られる傾向が強く読みとられる。
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　　　　　　　　　　　　　図3価値判断の規準（％）の発達的変化　　　　　　　　・
　ところが日本の子どもは10歳段階で既に①が極めて少なく，この全年齢段階を通じて第2水準の
おとなに都合が「よい子」志向が圧倒的に優勢になっている。つまりアメリカやその他の国々の子
どもにくらべて早く高い発達水準に達する。しかしそこに長く停頓して，逆におとなの水準に達す
るのは極端に遅い，というのが日本の子どもの特微であることが解ったのである。
　このような日米の違いは，戦後だけのものであろうか？　興味あることに，むろんコールバーグ
のような明確な規定をして行ったものではなかったが，戦前にもほぼ同じ時期に行った日米の同じ
ような研究があることが解った（5）。図3によると，この日米の違いは戦前からあったものであるこ
とが解る。ただ大きな一つの違いは，第3水準の自分の良心に従って行動するおとな的自主的判断
に達するのは，日本の青年は戦前にはアメリカにくらべても早かったらしいことである。
　これらの違いはどこからくるのであろうか？　戦前は忠君愛国を中核とする教育勅語に示された
6
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「よい子」を作るために国定の教科書が作られ，国をあげてその大量生産に専念したことは，内外
でよく知られている。親や教師が個人的な権威的存在として子育てにかかわることが少なく，外部
に国家の手で作られたこの「よい子」のイメージに従って一丸となってよい子作りに専心した。こ
のことが早い段階でよい子を大量生産させたうえ，そのよい子志向を強引におとな的道徳性へ定着
変換させることも早めさせる（無理矢理なアイデンティティの確立）結果にもなっていことが考え
られる。戦前の青年たちがこの困難なアイデンティティの確立に悪戦苦闘した悲しい思い出を，わ
れわれは戦没学生の手記「聞けわだつみの声」や特攻隊員の手記などの中から読みとることができ
る。このような全体（統制）主義が国を誤らせる結果になったと反省され，敗戦を機に個人の尊
重，個性の伸張，多様な人間性の育成が強くうたわれた。
　しかしこの新憲法の精神や教育基本法の指針は，子育て過程に関する限りは，このように全く生
かされてはこなかった。よい子のなかみこそ違え，そのよい子作りの伝統（過剰教育の伝統）は強
く生き残っている。いや戦前にくらべて強まりこそすれ，弱まってなどはいない。むしろ画一教育
の伝統は，一層激化していることが解って注目を集めているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　この日本のよい子作りの伝統，画一教育の特微が今なお根強く生き続けているのではないかとい
うことについては，この他にもいろいろな証言がある。たとえぽノーベル賞受賞者の江崎玲於奈を
含む頭悩海外流出組を集めて行った座談会（6）での，元国連特命全権公使緒方貞子の次のような直接
体験の述懐もその一つである。アメリカの学校に子どもを入れてはじめて気がついたことは，日本
ではすべてが同じだったということ，学校にいる友達の考え方も，学校の教え方も，その前提にな
っている社会通念のようなものもすべて同じだった。子どもたちも日本の友だちはみな真面目で勉
強に励んでいて将来もある程度見当がつくが，アメリカの友達の中にはドロップアウトしてダメに
なる子もいれぽ，とっても逞しく偉くなる子もいてとてもバラエティに富んでいることが判ってた
いへん驚いたというのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そしてこのように新憲法の成立でよい子のなかみは違っ
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ているが，よい子作りの伝統の方はむしろ強化されている
のではないかということを，やはり滞米生活の長かった元
文部大臣の永井道夫は，ブレーキもギヤもハソドルもない
「アクセルのみの人間」の教育にたとえておよそ次のよう
にいっている（7）。「日本の学校教育は戦前は富国強兵，戦
後は経済成長とひたすら国家主導で進められてきた。アク
セルを踏み続けるからよく走るが，どこへ向って走るかは
神のみぞ知るで，走りに走って第2次大戦では一億一丸と
なって絶壁から落ちてしまった。いまもこの姿は本質的に
は何も変っておらず，こぞって学歴偏重，受験教育，高度
経済成長に向ってひたすらアクセルを踏み続けている」と
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いっている。
　そのおかげであろう。日本はGNPが自由圏では世界第2位となり，国民は未だかってない豊か
な生活をエンジョーイしている。そしてそのGNPの高揚を支えている一因がこのアクセル人間の
教育であったことは，図4をみれぽ明らかであろう。GNPを持ちあげるように高校，幼稚園，大
学への進学率，就園率が高まっている。大学，幼稚園（保育園を含めると）の進学率，就園率とも
自由園では世界2位となっている。しかしその一方ではこの成績偏重の競争教育のために，それか
ら落ちこぼれた不満分子の非行，いじめっ子，校内暴力，家庭内暴力，登校拒否等を派生させ，社
会問題化している。高校の野球試合等で有名進学校が負けそうtcなると応援団が相手校に発する
「バカ，オチコボレ！」の大合唱などがそれを象徴しているという人もある。そして海外ではこのと
ころさまざまな経済摩擦を起こしていることは，アメリカが最もよく知っているところであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　その海外ではこのところ“Japan　as　No　1”（アメリカのエズラ・ボーゲル教授のことぽ）とか，
「21世紀は日本の世紀」（同ハーマン・カーン教授のことぽ）と外国人にもいわれ，満更でもなさ
そうに逆にやたらに胸を張り，自信過剰ともみえる同胞の姿がにわかにめだちはじめているとい
う。在外生活の長い日本人の目には最近殊の他目につくらしく，たとえぽアメリカ滞在の長い科学
者長谷川晃も，最近日本から送られてくる新聞雑誌に急に，「日本は大国の仲間入りした」とか
「今や日本は大国」といった大国日本を意識した記事が，やたらめだちだしたといっている（8）。こ
の極端な様変わり様相は，朝日新聞特派員報告などでも　「一つの妖怪が世界を俳徊している。“強
い日本”という妖怪が……」とこれを裏づけている（9）。「そして日本の国力が向上し，日本人が誇
りを持ち出したのは喜ばしい限りである。ただ一部に“拝外”から“侮外”へと振り子がゆれすぎ
て，“無敵日本”といった天狗意識がまたちらつき出したのは要注意」と，反省を促している。
　つまり海外に対しては「欧米先進国といってもたいしたことはない」「もう学ぶことは何もない」
「まして東南アジアなどは……」と考える小天狗の群，国内をふりかえれぽ，さまざまの自信をな
くして劣等感にさいなまれる，いわゆる「落ちこぼれ」の同じ大群，全く内と外とでは奇妙に対照
的な顔を作り始めているといえよう。この好対照をなす劣等感と優越感の振り子が，今後どうゆれ
動いていくか？
　長谷川晃は，このにわかに拾頭してきたわが国の大国意識が，果たして国際社会に通用し，受け
入れられるものであろうかと次のように疑問を投げかけている。私のアメリカの中学に通っている
息子が日本車の輸入規制問題が起こった時，「日本はトータリタリアンだからといって，アメリカ
の車規制に大賛成するんです。つまり労使の和のみを強調する日本の会社組織は，アメリカからみ
ていると中学生の目にも全体主義社会にみえるらしい。そしてそれが中学生なるが故に一層がまん
ならないらしいのです」といっている。そして長谷川は更に「日本の今日の名声はいつに，経済大
国economic　Giant（ないしAnimal）に対してのもので，大国Great　nationとしてのものでは
ない。もともと西欧社会や中国には，昔から大国というからには国全体の力とか，経済大国とい
うよりもむしろ歴史に長く残るような秀れた個人をたくさん生み出した国との認識がある」。つま
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り「GreatとGiant，ましてAnimalとの間にはたいへんなへだたり，ちがいがある」というので
ある。
　確かにノーベル賞級の学者も既に日本には大勢おり，またソヴィエトのレーニン勲賞などをもら
う人々もちらほら出てきている。この点ではわが国も次第にGreatの仲間入りをしつつあるので
あろう。それを疑うものでは決してない。しかしこの点でも日本でノーベル賞やレーニン勲賞をも
らう人々は，一列縦隊に並んだ一番序列の高い方の人々であろう。一定の枠内での独創性Great
であろう。枠を超えた，枠にとらわれない枠外の独創性ということになるとどうか？　つまり本当
の意味のGreat（オリジナリティ）ということになると，今の日本の体制，この一列縦隊方式から
は出て来にくいのではないか，と心配しているのであろう。前出の緒方貞子も「平均的な日本人は
頭のよい人達なんですから，もう少しこの画一性を改める工夫をしないと，20年，30年後には世界
に通じなくなってくるだろうと思います」と，この体制に危惧を表明している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）
　朝日新聞の特派員報告によると，いや既にまた再び通用しなくなり始めているのではないか，と
次のようにいっている。戦中，戦後を通じて嫌われていた日本人がやっと親しみを以って迎えら
れ，尊敬すらされる雰囲気が海外でも醸し出され始めていた。ところが最近また日本人が海外で嫌
われ始めている。しかも日本人と親しくつき合っていたものの中に，既に日本人が嫌いになっとは
っきりいう人がふえはじめている，と伝えている。これらのことは，たとえぽ前述の有名進学校の
応援団から期せずして発しられた「バカ，オチコボレ！」の大合唱などに静かに耳を傾けれぽ，必
ずしもうなづけないことではないだろう。誠に残念なことといわなけれぽならない。
　この外国に対する自画自賛的封錯的風潮については，中曽根首相も原爆被災38周年に際し，広島
まで行って外国人を含む被爆者を前に次のように挨拶して物議をかもし，範を垂れている。「日本
　　　　　　　　　　　　　　　　は世界のいろいろな国からみると，わりあいうまくやっている
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若者の自民党支持率の
動き（朝日新聞全国世
論調査（1981年3月））
国なんで，やっぱり日本人が2千年もこの島に生きてきて，ほ
かの異民族はおりませんしね。’ずっと同じ大和民族で，長い間
手をとりあって生きてきたと，そういういいところが残ってい
る」と。そしてそれに呼応するかのように国内では，若者に保
守化の波がおしよせ，タカ派ぶりがめだちはじめているという，
朝日新聞の調査報告もある（1°）。
　図5は各世代平均と20代前半と後半の自民党支持率の推移を
比較したものである。79年を境に20代前半が後半より高い支持
率を示すようになってきている。図には示されていないが，70
年以降でもそれまでは20代前半は，各世代を通じて常に最低の
支持率を保ち続けていたという。若い時代程革新色が強く，年
齢とともに保守化するといわれた従来の傾向パタンは通じなく
なったともいえるだろう。それはともかく図6をみると，いず
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（イ〉「資源の大半を海外に頼
　っている日本はその海上
　輸送の安全確保のために
　武プ」を使うことに賛成か」
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（ロ〉「日本もいずれは核武装
　した方がよいか」
図6　年齢別の賛成比率（前同）
れの項目も20代前半の賛成率が平均を上回り，20代後半，30代
を遙かに上回っている。殊に（イ）の「武力行使賛成」は，各年代
を通じて最高。たいへんな「タカ派」ぶりが注目されている。
　このへんは，ここにきて西欧先進諸国の若者の傾向と，たい
へんな違いをみせはじめている点だといわれる。これらの国で
は特に第2次石油ショック（79年）後，インフレや若い世代の
失業増大がめだった。それに対する「若者の不満はエコロジー
やウーマンリヴ，反原発，住宅確保などの多様な運動と結びつ
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き，各地で反乱の様相を見せている（11）」という。ところが日本の場合はこれとちがって第1次（73
年），第2次両石油ショックをくぐりぬけて経済が格段に（？）強化されたという事情もある。こ
の世代は，このいわゆる世界的な経済優等生といわれる日本経済の恩恵に浴した，その物質的な豊
かさの中にドップリとつかって，青春をも謳歌している，ある意味では今までにない恵まれた世代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ともいわれる。
　このような若者の意識は，たとえば総理府の「青少年の連帯感調査（1981年）」にも，はっきり
表われている。その特徴は，①日本の現状への不満が減少し（「不満がある」66．6％（71年）」53．3
％（81年），「ない」33．2％（同）→46．3％（同））②自分の生活への満足度が高まり（「満足してい
る」67．1％（71年）→78．3％（81年））③生きがいが社会のためや仕事よりも，友人と時を過ごし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lスポーツや趣味に生きることになっている。そこにみられるものは，現在の豊かな自分の生活への
満足と執着といえるだろう。つまり一口でいえぽ現状肯定と，変化への嫌悪であろう。それが自己
の豊かな生活を守り，維持していくための前述の保守化，そして異常な（？）タカ派ぶりとなって
現われているともいえる。しかし前述の朝日新聞の全国調査では，「憲法改正」や「核武装」，「武
力行使」にはかなり高い率で賛成しながら，「徴兵制導入」となると，当事者になるからか，こゐ世
代の賛成率は6．5％で最低（平均15％）となっている（図7参照）。こうした矛盾こそ，このリッチ
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ないわゆる「クリスタル」世代の特徴ともいわれているわけである。
　そしてまた新聞報道によると，その一方ではたとえぽ次のような現象が若者の問に急ピッチで現
実化しはじめているのもまた事実である（12）。右翼グループの中でも行動派と呼ぽれる，ある「青
年同盟」には，正規の隊員の他に150名の予備隊員がいるが，その半数は15歳以下の「学校の成績
は下の下」と自嘲する，いわゆる「落ちこぼれ」であった（1981年）。彼らは異口同音のように「学
校では先生，生徒の両方に人間として認められず，まともに相手にされなかった」また「先生にも
なぐられたけど，なぐられるのはまだいい。しかと（無視）されるのには，堪えられなかった」と
もいっている。一方彼らを暖く迎え入れた青年同盟の幹部たちは「私たちが彼らを拒んだらどうな
る……再び非行に走ってしまうだけだ」と使命観に燃えてすらいる。そして予備隊員のひとりは
「シンナやってたら，先輩に“国を守るべきやつが，そんなことをやってちゃだめだ”といわれた
んです。オレだって，尊敬している人のいうことはちゃんと聞くよ。それに制服着ると，気分もシ
ャンとなるしね」といっている。この集団には公立中学校の女性徒の姿もちらほらみられるが，彼
女らもこの集団の先輩たちがつめたい教師とは違って親身になって世話してくれ，彼らに「国を愛
せ」「人のためにつくせ」といわれるたびにしびれてしまうといっている。
　ところでこれらのおとなたちの間に最近特にめだつ傾向は，教育の荒廃に対し「戦前はこんなこ
とはなかった」という，ある種のいらだちだという。その一方でこれらの子どもたちの方には「冷
たい先公，もっと親身になってくれ」，「社会ももっと暖く受け入れてくれ」という不満が憎悪にま
でうっ血しつつあるという。それが結びついてであろう，前述の予備隊員の多くは，現時点の右翼
共通の目標「日教組打倒」の街頭署名や宣伝カーに，既に動員され始めている。
　警察当局は「どうせ忍耐力のない子どもたちだから，すぐ離れてしまいますよ」と，意外に（？）
クールな受け止め方をしている。が果してそうか？　たとえぽ右翼問題に詳しい猪野健治などは，
必ずしもそうはみていない。「一過的なものなどでは決してない。学校からはみ出した子どもたち
は……もう逃げ場がどこにもなくなっているからだ」と，いっているのだが……。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五）
　つまり．たとえ校内暴力やいじめっ子，家庭内暴力等で短絡的に敵意を発散してみても，結局は取
り締まられ，恐怖も敵意も増福されるばかりであろう。まして「勉強しなけれぽならない」という
錦の御旗（？）一小さい時からの教え・良心一は向う側にある。そして特に教師の背後にある
目に見えない強い力，教師たちを管理に追いたてている体制の黒い影の存在におぼろげながら気が
つく時，内集団から完全に見放されるのではないかと，恐怖はますぼかりであろう。こうしてうっ
血した敵意は，強い恐怖に操作されながらより危な気のない発散目標を探し求めて，さまよい始め
ることになる。つまりアメリカのミラー（Miller，　N．　E．）の有名な転位（displacement（13））によっ
て説明される典型的な心理構造の場面がまさに巧みに作り出されていることになる。
　彼らもたえず代償価の高い錦の御旗一内集団からの強い是認を伴う攻撃（敵意発散）の対象と
なる外集団を潜在的に探し求めてさまよっている。それが生きるということでもある。前述の女子
予備隊員のしびれ発言などは最もよくそれを示している例といえよう。たとえば昔から人種差別
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は，厳格な両親に育てられた子に育ち易いといわれる。恐怖によって発散をおさえられたためうっ
血した敵意は，ともすれぽ図8に示されるように，厳格な両親に象徴される（類似する）内集団へ
の忠誠心（愛）をテコにその強い是認のもとに，それをこえて対象とは類似性のうすい（恐怖のう
すまる）しかも代償価の高い（内集団への忠誠心のあかしとして一内集団の強い支持を得て）外
集団へ向って発散され易い。これが転位現象の特徴でもあり，戦前の恐怖構造によって操作されて
いた日本軍隊が強かった理由でもあった。昔からいわれる女性差別も，また戦前の朝鮮人差別も中
国人蔑視もすべて全く同じ構造であろう。戦前の恐怖教育と敵意喚起の巧みな構造によって操作さ
れていたものであった。
　むろん戦前にも校内暴力もいじめっ子もなかったわけではない。が，これが最近異常に目立つの
も，あの意味では次のような事情にもよる。戦後はこの外集団への攻撃性が，敗戦の結果，平和憲
法による人権宣言と男女平等によって当然のことながら強く制限された。このため学校教育のゆ渉
みによって次第に醸成されてきた憎悪，敵意は，袋小路に閉じこめられる形になっていた。それが
いよいよ限度を超えて，まずは家庭内暴力，そしていじめっ子，校内暴力，非行の形で多発，暴
発し始めている。いわぽそれは袋小路に閉じこめられ，追いつめられた子どもたちの，やぶれかぶ
れの戦後的な憎悪の発散の形式でもあった。つまりまずは内集団の弱い部分に鉾先きが向けられて
いるということであろう。いわぽ味方同志が斗わされているわけで，恐い学校から家庭に逃げ返
り，登校拒否を起こした末に，家庭内暴力を起こす者が多発したのがそのことを最もよく象徴して
いたともいえるだろう。それが今やある種のおとなたちによって効果的な外集団が造成され，操作
されることによってそれに向かって束にされて解き放たれようとしている。
　保守的な右翼団隊からみれぽ，前述の「戦前はこんなことはなかった」発言にみられるように，
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「教師を教師らしくないサラリーマン教師にさせ，教育を荒廃させている」元凶（？）日教組こそ
は，まさに効果的な攻撃目標，内集団の中の外集団ということになろう。個々の子どもの「冷たい
先公」に対する敵意は，愛憎操作によって，先ずこうして発散の対象を与えられようとしている。
それが前述の街頭署名や宣伝カーへの動員であろう。そしてその背後には，これを物心両面から支
えている「過去のよき時代の日本の伝統」（あるいは現在の高GNP国家）を破壊しようとする社
会主義集団がある。現にその中の一つは，今なおわが国の領土の一部を不当に占領し，虎視眈々わ
が国をねらっている（現にアフガニスタソでは侵略し，大韓航空機を撃堕しわが同胞を堕死させ，
その中のもう一つの国はラングーンテロ事件を起こしたのだから）という想定もなりたつ。そして
政府当局もこの危険，侵略の脅威を教科書の中で特に強調徹底させ，それからの防衛のため愛国心
をかきたてていくといっている。こうして国家によって錦の御旗一外集団への攻撃，および内集
団へのしびれる忠誠心一愛情によらない，恐怖と憎悪の操作によるまちがった生きがいが与えら
れることになる。これが国家検定による教科書改変による愛国心教育と，憲法改正への動きという
こともできよう。ということになると，教師が今のような教育（管理）を続けていけぽいく程，子
どもたちの恐怖や憎しみや敵意は効果的に増幅される一いや第三の教育改革といわれる，教育臨
調の方向は，いずれにせよ校内暴力と家庭内暴力で押されぎみの教師と親に，「しっかりしろ」とは
っばをかけるようなものになるらしいから，この傾向は倍加され，いちおうこの操作構造は完成さ
れることになるかもしれない。そしてその増幅された敵意は愛国心操作（内集団である，国家の容
認，特に落ちこぼれによって追いつめられている者には起死回生の免罪符）によってハケロを外集
団への攻撃に求めて行くという，戦前型の恐怖教育（戦後は落ちこぼれて内集団から見放される恐
怖）による侵略（侵入）の構図が，見事に復活されつつあるということにならないか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（六）
　2回世界戦争を起こした西ドイツの若者たちには，さすがに今なお反戦の思想は根強いといわれ
る。新聞の伝えるところによると，西ドイッでは81年に入ってから若者の平和運動が再び急速な盛
り上がりを見せたという。実際私もフランクフルトに滞在中に，まのあたりにしている・週末には
決ったように，こうした反戦の若老の会合とデモがあった。もっともそれをとり巻く警察官の多さ
に，弥次馬たちはひとしく肩をすぼめてはいたが。
　「核ミサイルより生活を」と核ミサイルの欧州配備と中性子爆弾に反対して開かれたシュトゥッ
ケンブロックの集会には多数の若者が集ったという。超タカ派のアメリカのレーガン政権の出現
に，危機感が高まったからであったろう。若者だけではなく，西ドイツでは1981年10月10日には，
首都ボンの核脅威反対，軍縮と緊張緩和を求める集会に，同国史上最大の30万人が集まり・デモが
行われている。人口30万たらずのボンは，この日倍近くの人でふくれあがったという。特にアフガ
ニスタンに続いて，ポーラソドへのソヴィエトの侵略が危惧されていた時だっただけに（ポーラン
ドはまさに彼らにとっては地続きの隣国である），すなわち「相手の武器を前にして自らの武器を
減らし，捨てようとまでいうには，彼らにはかなりの覚悟が（14）」いったかも知れない。
　一方目を1回世界戦争を起こした国内に向けると，原子爆弾の洗礼を受けた唯一の国ではある
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が，GNP大国の経済優等生ということであろうか？　アメリカとソヴィエトと日本が三大軍事大
国となり，“力の平和”の推進者となる責任があるなどという，法外なことをいう外国人も出てき
ている。また隣国からは，安保肩代りによる経済援助要求論なども出てきており，全土漢大統領も
近日戦後韓国の大統領としてははじめて訪日してその仕上げをするともいう。まさに日本へのタカ
派変身への要求はいやがうえにも急ピッチで高まってきているようにみえる。そしてこれに呼応す
るかのように（？）ソヴィエトのアフガニスタン侵攻に際しては，「日本国内ではまさにソヴィエ
トの脅威の大合唱が捲き起こった」感があったという。一方西ドイツでは，前述のように「ソヴィ
エトの脅威は脅威としても，これに対する軍備の増強が得策であるかどうかの疑問を起こさせる方
向に，ベクトルが動いた」ともいわれている。
　もしこの重要な時に舵取りを誤まれば，すなわちもしたとえ経済援助にせよ世界の軍事力の増強
に加担する方向にいったん大きく足を踏み出せぽ（憲法違反であるが，前述のリッチなクリスタル
世代の特徴を考えると，そしてその経済的な豊かさにも急激にカゲリが生じ始めている今だからこ
そ余計に，シーレン防衛などを突破口にそれに向うおそれなしとはしない（？）から），もはや元
には帰れない，いつか来た道の泥沼に落ちこんでいくにちがいない。この昭和デモクラシーが，か
つてのように戦争と戦争との合い間に咲いた大正デモクラシーのような，束の間のあだ花に終らな
いように念ずるのは，今まさにその重要なまがり角（平和憲法の風化）にさしかかっている一大
正デモクラシーの直後，つまり満州事変頃（1981年はまさにその50周年にあたる）から坂をかけ降
りるようにして，わが国は軍国主義高揚から大戦へと突進していったのだから一との念にかられ
るからであろう。そして戦争がひとたび起これぽ，核爆弾はまちがいなく使われ，地球は破滅へと
つき進むことはまちがいないと思うからであろう。
　（注）
　（1）　中条一雄「私のヒロシマ原爆」朝日新聞社，1983年3月
　（2）　中条一雄「原爆乙女」朝日新聞社，1984年3月
　（3）Lawrence　Kohlberg「From　is　to　ought」T．　Michael（Ed．）Cognitive　development　and　ep三ste・
　　　mology．
　（4）　山岸明子「道徳判断の発達」教育心理学研究24－2
　（5）千輪浩編「青年心理学」誠信書房
　（6）　「摩天楼下の日米文化論」文芸春秋，1979年1月号
　（7）　永井道雄「国際社会と日本の教育」，教育調査研究所編「教育変革への道標」（1982年7月）所収
　（8）長谷川晃「日本否大国説」文芸春秋，1981年4月号
　（9）　「強い日本という妖怪」朝日新聞，1981年4月26日
　（10），（12）　「若老の保守化とは」朝日新聞，1981年8月29日
　（11）．（14）永井清彦「西ドイツの平和の運動」朝日新聞，1981年
　（13）　A．メドニック「学習」（八木量訳）岩波書店
　（4）ふたりの学生の作文
　なお以下は私の講義に出席した2人の学生の作文である。私が上述のシンポジュ　一一ム参加になお
ためらいを感じていた時，彼らふたりとの討論が私をたいへん勇気づけてくれた。この論文発表と
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も関係があるのであわせて掲載させて載くことにした。
　この頃年輩の方々から「若い世代の個性が無くなった。」とか「我々が君達時分には確固たる考
えを持っていたものだが。」などと言われる機会が多くなった。そのためこれから社会に出て，様
々な価値意識を土台にした権利や義務を持たねばならぬ我々としては，個性とは何であろうかと悩
むことがしぼしぽである。無くなったとして惜しまれるからには，少くともそれは是として社会に
受け容れられるものであろうし，何やら個人に培われた良識であろうことも容易に察しがつく。し
かしわが国のように本音と建前が多くの意味で同居し，判然としないような社会では，何が何処ま
で社会的な常識として受け容れられるのか，または個人的な良識として受け容れるべきなのか倒錯
してしまうのである。同時にまた社会的な常識と個人的な良識という双方の価値観の狭間に在って
我々の道徳観念も揺らぐのである。つまり我々の良心が社会通念に依存されるべきなのか，個人的
見解に依存されるべきなのか，依り所に困ってしまうのである。
　そこで我々は自身に内在する社会性と個性がいかなるものであるかを改めて考え直してみる必要
がある。一般的に我々は幼少期に親を媒体として法や慣習や礼儀を中心とするような社会秩序を授
けられ，それに適応する思想や行動様式を学び取る。こうした親という媒体を介した客体的な判断
に基く教育が，「躾」と考えられる。これに対してある程度社会的な適応度が充たされてくると我
々は，「躾」という一方的な判断に拘束される理由を問い直し，自分がそれまで主体的に取り入れ
てきた自身に適応する，思想や行動様式と照らし合わせてみる。そして諸々のケースに相応しい身
の振り方を考えるのである。つまり子供は社会秩序という世間のルールを，親の客体的判断を媒介
として受け容れ，成熟するとともに主体的判断をそれに加味し，大人としての思慮を備えた行動を
執るのである。従って主体的価値観が芽生える時点で客体的価値観はピークになり，前者の発達に
後者は反比例し，やがて両者バランスのとれた価値意識に到達するものと思われる。
　では現代における若年世代の没個性と道徳観の低下は，その社会性的資質と個性的資質の発達の
仕方において，何らかの障害が在ってのことであろうか。戦前の子供達は一般的に大人であったと
よく言われる。これは我々の世代に欠落していると指摘されるものを彼らが持っていたからである
と解釈できる。先程述べたように，親から躾られることで社会的な価値観を認識し，その上で主体
的な個性が芽生えるのだとすれぽ，戦前の子供達は，我々の世代に比べてこの躾られる状態から早
い時機に脱していたと考えられる。そし七年輩者達は恐らくこの個性が現われる時機を指して，我
々よりも大人であったというのであろう。しかし我々からすると戦前の子供達の個性は，「御国の為
思想」という国家の教条主義的価値観に基づく，社会性を土台に育くまれたものと思われる。そし
てこのような「御国の為」という利他的思想は，戦争を引き起こした源であって，その上に胡座を
かく個性とは，危険な独善論に過ぎないのではないかと考えるのだ。戦前では利他的な性向を多く
備えた子供が，徳性の高い大人として，言い換えれぽ国策に都合の良い「良い子」として扱われて
きたのである。しかしそうした「良い子」が国家の戦争遂行に盲目的に加担させられていたのだと
分った戦後では，徳性が高いと評価されていた利他的な道徳律も，空しい虚実として受けとめられ
るようになり，欧米の個人主義思思想も手伝って，子供の考え方も利己的になりがちとなった。そ
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して新たに別の意味で，国家の期待するような経済成長を担う，エリートを目指す良い子が出現す
るようになった。戦後の「良い子」は戦前との質こそ異なるが，その個性を欠いた画一的な集団で
あることに間違いはなさそうである。
　こうした「良い子」を育くむ社会性は，戦前戦後を通してどのように変化してきたのであろうか。
わが国の儒教思想に基づく旧弊や随習は，維新以降西欧文明の様々な価値観の移入によって徐々に
新しい体質のものに変貌していったが，これに加えて第二次大戦以降のアメリカ民主主義の移入
は，旧来の価値観の変革に更に拍車をかけることとなった。現在我々の生活は，戦前に比べて多分
に豊かになったが，それに伴って互いの意識やものの見方，考え方もまた様々な変化が生じてい
る。こうしたあらゆる変化の内には，勿論我々にとって大変良い方向へ向っていると思われるもの
が多い。それゆえ我々は，「時代が変われぽ人の思想や価値意識も変わるのは当然で，決して悪い
ことの筈がない。」と考える。だがつらつら思い起こすと，同時に我々は何か無くしてしまったも
の，変わってしまったものの多さにも気付くのである。そしてどうやらそれは，人生経験を積めば
積むほど否応なく気付くものであるらしい。それで先程述べたように，「近頃の若い者は…」的な
繰り言が機せずして洩れるのではないのだろうか。戦後の経済復興のため，脇目もふらずに一生懸
命働いて，ハッと気付くとそこには，得体の知れぬ価値が身の回りを横行している。そして何だか
玉手箱を開けた，浦島太郎のような心地がするということになるのであろう。
　こうした価値意識の変化に伴って生じる問題は，何も道徳観だけではない。法律では憲法第9条
問題が，自衛隊の存否と相侯って新聞に取り沙汰されてからもう30年を経過した。そして今では自
衛隊の違憲合憲を云々するより，自衛隊の既成事実を前提とした憲法改正にまで議論が展開してい
る。言葉遣いに関しても，英語や略語が若者の間に蔓延し，流行語として罷り通っている。今は言
葉で自分の意志を伝達するより，フィーリングで自分の意志を伝達する方が「ナウい」とされるの
である。変化するものは身の回りの卑近な例をとってもいくらでもある。それらの中には略語や英
語は兎も角として，根本的に意味が変わってしまうものさえある。二つ程例を挙げてみる。
　「破廉恥」が「ハレンチ」に変じた例
些か尾籠で申し分けないが，「破廉恥」と　「ハレンチ」では意味が全く異なることを御存知だろう
か。前者は旧来使用してきた文字通りの「破廉恥」の意で，すなわち「恥を恥とも思わぬこと，恥
知らず，鉄面皮，厚顔，無恥」（広辞苑より）とあり，大変重々しい響きを持つ言葉である。この
ような非難を溶びれば，我々の人格など一溜りもなく消し飛んでしまいそうである。しかし「ハレ
ンチ」は片仮名が使用されることからも推察される通り，もっと軽い響をを以てふんだんに用いら
れる言葉である。つまり表意文字として受け留められるこの言葉の厳然たる響きは，表音文字にし
て空々しい意味合いを持つようになった。すなわち何か淫狸めいたセクシャルなタブーを犯す言葉
になったのである。それにしても現在「ハレンチ」を「破廉恥」と書ける子供がひとクラスに幾人
もいるだろうか。
　「情は人の為ならず」の例
これはひと頃新聞でも取り挙げられた例で，私も受験生の時この諺の意味を取り違えて恥をかいた
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ことがある。正しい解釈は勿論人に情をかければ巡り巡って自分に情が返ってくるから，人には
親切でなけれぽならないという意味である。これに対して新解釈は，情をかけるのはその人のため
にならないから，親切も考えものであるといった意味で用いられ，旧義と全く反対の意味である。
これも世相と笑うならそれまでだが，新版の国語辞典には新解釈も載せるというから考えものであ
る。
　ところでこうした言葉の変化は，言語の発達として受け留めても差し障りのないものであろう
か。時代が変われぽ言葉も変わるのは必然と考えれば，語彙が増えたり，意志の疎通が容易になっ
たとも言えなくはなさそうである。しかし仮に言葉それ自体に発達が認められたとしても，それを
用いる我々の意識の変化には，発達どころか警戒すべきものも感じられそうである。我々の意識が
易きに流れ浅薄となるのを言語の変化が反映しているような気がするからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（商学部3年，山志田仁）
　今日，校内暴力や非行の低年齢化，登行拒否など，教育の荒廃が社会問題となり臨時教育審議会
という総理大臣の諮問機関が設立され，我々は教育について関心を持つようになっています。六・
三・三制の見直しや大学入試の改善とか，戦後の教育制度そのものを否定する意見が政治家から発
言されたりもしています。しかし私自身がいままで体験してきた学校教育や制度は，大学入試の共
通一次試験を除けば，とても上手く機能していたように思います。
　私の中学校時代も今日のようではないが，青少年の非行が一般化しつつありました。幸いにも私
の登校していた中学校には，非行に走る者はいなかったし，喧嘩があったなどと聞いたことがない
くらい平和なものでした。ほんの7年前のことです。教員の側からすれぽ，ただ，ごくあたりまえ
の学校経営を淡々と持続すれぽよい環境であったようで，そこには，戦後の民主的教育の理想とす
る姿があったように思います。どういう理由か，私達の学年が中学校を卒業した明くる年からこの
環境は，時代の波に呑み込まれて崩れてしまい，私達は教育が上手く運営されていた時代と歪み始
めた時代との丁度接点で成長してきたように思います。そこで理想的な教育が営まれていたときの
私の周囲の環境を紹介しようと思います。
　私の生れ育った徳島市川内町は四国三郎吉野川の最下流に広がる農村地帯です。東には紀伊水道
を望み，南は吉野川，北に今切川と文字どうり海と川に囲まれた町です。今では国道のバイパスや
宅地化で開発が進んでいるが，まだ農業の盛んなところです。
　町には沖島や中島，宮島などの数多くの地区があり，その地区の中にも細かく地域があります。
そこには隣組のような組織があり，回覧板や冠婚葬祭の時に助け合うなどしてコミュニケートがと
られています。最近，昔から住んでいた先住民と新しく住民になった察との間では・話し合いをす
る機会がないことから，色々問題が出て来ているようです。
　土地柄は昔から徳島市の米所と言われるだけあって豊かな所です。人間は豊かだと争いは起きな
いという通り，人柄は温厚で純朴で生真面目です。土地の言葉でこのような気質の人を「人間がま
るい」といいます。この・まるい・ということは決して一朝一夕に出来たのではない。大きな川の
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下流の石だけがまるみをもっているように，自然相手の農業で生活をしている人々の長い年月の営
みの結果だと思われます。現在では環境が変わり新しい住民が増えたために，川内町の人々は皆が
皆“まるい”とは言えないようになってきています。
　川内町には，北校，南校の二つの小学校があり，中学校は一・校です。私は川内北小学校に行って
いました。一学年の人数は80人ほどで，南小学校の方は50人ぐらいでした。川内中学校は北と南を
プラスして130人ほどの生徒数でした。父兄の就業は農村ですから農業が多いのですが小学校，中
学校と高学年になるほど町から引越して転校してくるために農家の子の比率は減っていきました。
そして学生の数はどんどん増えて，私の頃の一学年は，3クラスでしたが，その三年後には5クラ
スにまでなっていました。
　最近の小学生は，塾や家庭教師と学校から帰って来たら遊ぶ時間さえ与えられないほど忙しい生
活を送っています。日本国民の大多数がサラリーマン化した社会においては，良い大学，良い企業
に入らないと家庭の安定が築けない，と親は子供の意志を尊重しないでただ勉強しろという。文部
省は個性を伸ぽす教育を大切にしなさい，というが増々没個性化する一方です。子供は素直だか
ら，それがまちがった事であっても親や先生の言うことはよく聞きます。
　私達が小学生の時は，学校で勉強する以外は夏休みの宿題をするくらいで，まったく家では勉強
などしたことがなく，今日の小学生のような期末テストなどを気にすることはありませんでした。
ほとんどの時間は外で遊びそれも5歳ぐらい年上の人から3歳ぐらい年下の人まで，近所の子供達
と遊んでいました。年上の子供は私達にくらべて知識を多く持っているから，悪い事も教えてくれ
るし，色々と面倒もみてくれました。子供の社会にもちゃんとした上下関係があり，遊ぶことで人
間関係も十分理解することができました。私の住んでいる沖島地区には，8月23，24日の両日に
“お地蔵さん”という行事があります。地区の小学校4年生から中学校3年生までの男の子が地区
に3ヵ所在る地蔵に集まり，一夜をお地蔵さんと共にすることです。この行事は全て子供達に任せ
ることになっていて，大人は口をはさんではいけないことになっています。皆なが集まるとお地蔵
さんの周りの草刈や，村の年寄が御参りに来るときの用意をします。その後子供達は，「お地蔵さ
んのお金を集めに来ました。」と言って村中の家を回ります。集めたお金は，御供物や各家庭に配
る御菓子を買うのに使います。お地蔵さんは子供がすごやかに育つ子供の御神様と昔からいわれて
いて，子供が地蔵の世話をすることによって，元気に育つと考えられています。今年も行なわれて
いましたが，お地蔵さんに泊ることは学校から禁止され，親も口を出すようになっていました。こ
のように年の離れた子供が遊んでいたのに私が小学4年生になったとき先生は，r同じ学年の子供
と遊びなさい，年上や年下の子供とは遊んではいけません。』と言いました。年上の子供から悪い
事を習うからということがその理由のようで，この方針は全国的規模であったようでした。私達は
素直だったためか，先生の言うとおり，今までのようには遊ぽなくなりました。お互い遊びに行き
たいのに，先生に言われているので，どこか遠慮していました。こんなことから同じ学年の友達と
遊ぶようになり，遊ぶ場所は近所から遠い友達の家まで行動範囲は広くなりました。
　今日私達大学生は，同学年間の人間関係は良いが年上や年下の人との付き合い方が下手とか，目
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上の人に対する対応の仕方が悪いといわれるのは，小学生の頃の学校教育の在り方が顕著に現れた
結果であるように思います。
　大人や教育者は，このような波及効果について考えていただきたい。遊びの方法ぐらい子供の自
主性と周囲の環境にまかせてほしいと思います。2，3年前からは，登下校の時など上級生は下級
生の面倒をみなさいとか，学校においても違った学年の生徒を接触させようとしているようです
が，簡単に教育方針を変えないでほしいと思います。
　今日非行や校内暴力を起こす生徒は，色々なケースが考えられるが，学校の授業についてゆけな
い落ちこぼれの生徒に多いようです。落ちこぼれの意味を勉強ができない者とすると，私の友人に
も多数いました。しかし彼らは，今日のように落ちこぼれ呼ばわりはされなかったし，勉強のでき
る者もそんな目で彼らを見てはいなかった。私達の時代の考え方は，塾に行っている者は学校の授
業について行けないから行くのであって，塾に行くのはバカなやつだと思っていました。リーダー
シップを取るには，勉強ができるだけではなく，スポーツが達者で思いやりのある人間性に優れた
者でないとなれません。勉強は優れているがスポーツは全くダメのようなガリベンは，皆からは良
いやつとは思われていませんでした。このようなことから，塾に行っている者は，塾に行っている
のがバレてしまうと格好が悪いのでだまっていました。
　最近いじめの問題もテレビで放映されているが，私の中学校には，今日のようないじめる者もい
じめられる者もいませんでした。私の同級生に勉強は全くダメだが，工作や技術・家庭科，特にプ
ラモデル作りの上手なやつがいました。今日の学校の状況ではいじめられているかもしれないが，
私達はそれぞれの優れている点を評価し認め合って仲よく生活していました。勉強の他にもスポー
ツ，工作，絵など何でも人より上手だとその人はそれなりにできるなと思っていました。なぜ悪い
やつらがいなかったのか解らないが，町の環境と学校とPTAの関係が良かったからだろうと思い
ます。
　私が小学5年生の5月頃友達12人ぐらいで4kln離れた小松海岸に魚釣りに行ったときのことで
す。魚が釣れなくて，みんなで海岸の砂浜で波と遊んでいたとき一人が海の中でコケて全身ずぶぬ
れになりました。これがはずみで全員波打ち際でコカシ合いが始まり，全員ずぶぬれ，衣類やズボ
ンをかわかすため全員素裸かになり海浜で遊びました。翌日学校へ行くと先生が昨日の海岸での話
を知っているのです。これには全員驚きました。あの日は釣人も少なくて子供達だけだったのに，
先生からキビシク怒られた後で，皆で話し合ってみると，仲間のだれかが先生に言いつけたのでは
なく，くわしい事は今でも解らないが海岸の近所の家の人が小学校へ連絡したようです。これと同
様なことは他にも数多くあり，町の人々と学校との間に信頼があり，学校の運営にPTAが積極的
に協力していたため，子供が町内でどんなことをしていても親や町内の人の温かい目のとどく範囲
内であったようでした。友人の話ですが，彼と彼の友人2，3人で小松海岸にキャンプをしに行っ
た時のことだそうです。夕方に近くのスイカ畑にスイカをぬすみに行って，一つとって帰ろうとし
たときその畑のおじさんにつかまってしまいました。しかしおじさんは「ボク，耕ちゃんのところ
の息子さんやな」と言い怒るどころか，もう二個もスイカをもらったというのです。おじさんは彼
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を知らなかったが，彼の父と顔見知りで，父親と顔が似ていたことから彼がどこの子か解ったよう
です。
　私の生活していた環境はこのとおり家と学校と地域の人々の間に優れたコミュニケーショソが発
達していました。この時代に川内中学校に赴任して来た先生達は，教育熱心で子供達のことを思い
やる川内町の環境に驚いたそうです。しかしそれも昔のこととなりました。川内特有の良い面がな
くなってしまったのです。子供を見てもどこの家の子供か解らないような状態です。それでも，都
会に比べるとまだまだ田舎の環境が残っています。この環境がいつまでも続くようにと思っていま
す。
　地方の時代と言われて久しいのに，教育やあらゆる面でまだまだ中央集権的支配が続いていま
す。農業における稲作にしても北海道から九州まで，山間部や平地など各県各地域にそれぞれ違っ
た栽培方法があるように，教育もそれぞれの町や村の個々の特性を生かした学校運営が必要に思い
ます。今までのように文部省が何々しなさいと言われるままではなく，地域の市や県が教育方法を
企画立案し，それを中央機関に提出し意見を聞くということが大切なように思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農学部4年，吉田　良）
（5）実習生のアンケート調査
以下は1984年6月末から7月はじめにかけて教育実習から帰校した，明治大学の学生608人に対
して行ったアンケート調査の結果である。
1．核保有の勢力均衡が平和を維持するために必要であるとの考えは
　　　（1）正しい　　　　　　　　　　　　　　　47
　　　（2）正しくない　　　　　　　　　　　　　374
　　　（3）　どちらともいえない　　　　　　　　　　　　181
　　　（4）不明
2．禁止されていた毒ガスが使用されたように，核があるかぎり誰かがいつかは
　　　（1）核を使用し人類は絶滅する　　　　　　　　264
　　　②　核は使用されない　　　　　　　　　　　　69
　　　（3）　どちらともいえない　　　　　　　　　　　　263
　　　（4）不明
3．　日本は非核三原則を
　　　（1＞どこまでも守るべきだ　　　　　　　　　425
　　　（2）既になしくずし的に有名無実化しつつある　　152
　　　（3）撤廃すべきだ　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　（4）不　　　明　　　　　　　　　　　　　　　　21
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II　The　Psychological　Impact　of　Atomic　Survivorship
　　　　and　the　Current　Nuclear　Orientation　in　Japan
　　アメリカ心理学会と国際心理学者会議のフ゜ログラムには，このシンポジュームはそれぞれ次のよ
うに紹介されてあった。なお翻訳はすべて妻の協力でなされた。また発表申し込みの際のabstract
を，巻末の外国語の梗概の代りとした。
Symposium：Nuclear　lssues　and　the　lmpact　of“The　Day　After”
Chair：Edwin　S．　Zolik，　DePaul　University
Participants：Hiromu　Kishimoto，　Meiji　University，　Japan．　Psychological　lmpact　of
Hiroshima　on　Japanese　Survivors
Linden　L　Nelson　and　Charles　M．　Slem，　California　Polytechnic　State　University．
Attitudes　About　Arms　Control　and　EfFects　of“The　Day　After”
James　G．　Thomas，　University　of　Missouri：Kansas　City；Edwin　S．　Zolik，　Robert　L．
Bartee，　Peggy　L．　Watkihs，　Leonard　A．　Jason，　James　E．　Nicholas，　DePaul　University；
and　Linda　S．　Perloff，　University　of　Illinois　at　Chicago　Circle．　Impact　of“The　Day
After”on　Residents　at　Ground　Zero　Sandra　Prince－Embury　and　James　F．　Rooney，
Community　Psychology　Program，　Pennsylvania　State　University：Middletown　Campus．
Understanding　Survivors　of　Technoiogical　Disaster：Beliefs，　Worries　of　TMI　Residents
Edwin　S，　Zolik，　Peggy　L．　Watkins，　Robert　L．　Bartee，　James　E．　Nicholas，　and　Leonard
A．Jason；James　G．　Thomas；and　Linda　S．　Perloff．“The　Day　After”：Consciousness
Raising　for　Survival　？
Discussant：Milton　Schwebel，　Rutgers－The　State　University　of　New　Jersey
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　Torontg　Hilton
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harbour　Castle，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harbour　Room　B
　　　NUCLEAR　WAR　AND　THE　ARMS　RACE：PSYCHOLOGICAL　DIMENSIONS
Chair：Edwin　S．　Zolik，　DePaul　University，　Chicago，　III．
　　　During　the　last　decade，　the　psychic　numbing　resulting　from　the　Japanese　holocaust
has　been　rendered　asunder　and　replaced　with　a　consciousness　raising　directed　at
preventing　the　potential　for　a　world．wide　nuclear　holocaust　from　becoming　a　reality．
This　symposium　spans　the　nuclear　age　by　preきenting：（a）the　psychological　consequen．
ces　experienced　by　Japanese　atomic　survivors　and　the　current　Iluclear　orientation　in
Japan，（b）an　analysis　of　the　changing　Perspectives　of　American　youth　over　several
decades　toward　nuclear　war，　and（c）an　analysis　of　the　impact　of“The　Day　After”on
American　adults，
Hiromu　Kishimoto，　Meiji　University，　Tokyo，　Japan．
“The　Psychological　Impact　of　Atomic　Survivorship　and　the　Current　Nuclear　Orienta．
　　tion　in　Japan．’，
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Milton　Schwebe1，　Graduate　School　of　Applied　Psychology，　Rutgers　University，　Piscata．
way，　N．　J．
“Children’s　Reactions　to　the　Nuclear　War　Threat：Trends　and　Implications．”
Edwin　S．　Zolik，　DePaul　University，　Chicago，　III．，　James　Thomas，　University　of　Missouri．
Kansas　City，　Kansas　City，　Mo．，　Peggy　Watkins，　DePaul　University，　Chicago，　IIL，　James
Nicholas，　DePaul　University，　Chicago，　III．，　Robert　Bartee，　DePaul　University，　Chicago，
III．，　Linda　Perloff，　University　of　Illinois．Chicago，　III．　and　Leonard　Jason，　DePaul
University，　Chicago，　III．
“Orientations，　Attitudes　and　Beliefs　about　Nuclear　Issues　and　War：The　Impact　of
　　“The　Day　After”．”
（1）　My　Experience　of　the　Hiroshima　A・Bomb
　　　　Thank　you　very　much　for　invlting　me　to　preesent　this　paper．
　　　　It　was　around　eight　o’clok　in　the　morning　on　August　6，1945　that　the丘rst　atomic
bomb　in　the　world　history　was　dropped　on　Hiroshima，　Japan．　I　was　a　student　of
Hiroshima　High　School　then，　and　attending　the　morning　meeting　held　in　the　school
campus　more　than　two　kilometers　away　from　ground　zero．
　　　　Suddenly　I　found　myself　in　a　fierce　yellow　glare　with　crashed　of　innumerable
bulbs，　followed　by　blocks　and　chips　of　wood，　and　a　cloud　of　dust　flying　about　from
the　collapsing　building．　About　300f　us，　standing　in　a　row，　all　rushed　into　the　school
and　struggled　to　get　to　the　end　of　the　corridor，　beyond　which　there　was　an　ullder．
ground　air．raid　shelter．　Although　it　was　a　serene　summer　morning，　we　thought　a
flare　bomb　had　been　dropped　and　bombs　would　have　to　follow．　Under　such　an　illusion，
we　were　desperately　dashing　forward　to　the　air．shelter．　Then，　in　millutes，　or　in　hours，
we　found　ourselves　fearfully　creeping　out　from　the　shelter　and　wondering　how　things
were　going　around　in　an　unnaturally　calm　atmosphere　considering　that　bombs　were
exploded．
　　　　Until　that　day，　Kyoto　and　Hiroshima　had　seemed　inexplicably　excluded　from　among
the　cities　all　over　Japall　which　had　been　air．raided．　The　citizens　became　so　optimistic
that　the　busiest　streets　were　much　crowded　on　the　Sunday　just　prior　to　that　fatal　day．
Therefore，　we　were　really　astonished　at　the　attack．　When　we　looked　at　each　other　at
the　entrance　of　the　air。raid　shelter，　we　probably　Iooked　ashamed　of　having　taken　too
　　　■　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　りopt1工nlstlc　a　vlew．
　　　　IIlever　dreamed　then　that　only　one　bomb　had　caused　such　a　terrible　disaster．as
killed　140，000　people，　includ五ng　70，000　killed　outright，1）y　the　end　of　that　year，　and
200，000in　total　by　1950．
　　　　Apartially．destroyed　house　near　the　school　gate　was　on丘re．　Some　people　worked
by　relays　to　try　to　quench　Hames　with　buckets　of　water，　in　vain．　Then，　hearing　the
news　that　a　certaih　professor’s　wife　was　seriously　injured，　we　hurried　to　the　place
with　a　cart　on　which　to　take　her．　On　roads　numbers　of　women　and　children　were
且eeing　about　from　their　burning　houses　w量th　their　off－peeling　skins　covered　with　the
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clothes　tattered　by　the　force　of　1）last．　It　occurred　then　for　the丘rst　time　to　us　that　we
were　in　a　serious　situation．　The　professor’s　wife，　who　we　took　to　a　girls’school　given
over　to　a　hospital，　had　all　her　skin　swollen　because　of　burns　and　was　blinded　in　both
eyes．　A　woman　moaning　of　pain　and　her　husband　helping　her　drink　some　water－the
sight　still　haunts　my　memoy、　She　died　all　too　soon　at　dawn　on　the　following　day．
A6tream　of　seriously　injured　people　who　had　been　carried　there，　were　reported　to　have
died　one　after　another　without　any　medical　care．　Afterwards，　it　turned　out　that　many
of　my　friends　and　acquaintances　had　died　in　a且ash。
　　　　It　was　but　a　step　from　life　to　death，　indeed．　Kazuo　Chujo，　one　of　my　class．mates
Iuckily　escaped　from　death　since　a　damaged　car　protected　him　against　the　blast　e丘ect，
under　which　he　was　examining　the　trouble　spot．　His　father　was　killed　instantly　by
blast，　and　his　mother，　who　he　had　found　with　much　difficulty，　was　too　seriously
injured　to　move．　He　wrote　in‘‘The　Nuclear　Holocaust”about　how　he　tended　his
mother　vainly：she　died　in　three　months　after　being　carried　from　one　refugee　camp
to　another　together　with　hundreds　of　other　victims　without　any　expectation　of　medical
treatment．　　　　　　　　　　　　，
　　　　On　the　other　hand，　survivors　were　also　followed　by　tragedy．　One　of　my　friends
was　hit　by　blast　and　lost　consciousness　on　his　way　to　school；he　had　the　half　of　his
head　burnt　black，　Another　one　had　a　narrow　escape　from　death　by　creeping　out
through　the　collapsing　roof，　but　his　girlfriend　was　enveloped　in　flames　under　his　own
eyes－both　of　them，　as　if　by　previous　arrangement，　died　mad　in　four　mouths．
　　　　It　was　a　long　busy　day　for　me　continually　carrying　injured　people　to　hospital　and
recovering　bodies．　On　my　way　home，　I　saw　black．burnt　or　gutted　bodies　scattering
here　and　there，　and．often　came　across　seriously　injured　people　roaming　al〕out　for
water　with　bums　all　over　the　bodies。　By　then　the　news　had　spread　among　citizens
that　probably　one　powerful　bomb　of　a　new　type　was　used　against　the　city．
　　　　Those　days　I　was　liv量ng　in　a　rented　house　in　the　suburbs　of　Hiroshima　City　with
my　three　sisters，　high．school　students．　One　of　my　aunts，　the　wife　of　a　soldier　at　the
front，　was　taking　care　of　us．　She　had　some　burns　on　her　face　since　she　was　in　the
yard　at　that　fatal‘moment．　My　aunt　and　I　waited　for　my　sisters　to　come　home　under
amosquito　net　in　the　nearby　thicket　on　the　bank　of　the　river．　From　a　row　of
mosquito　nets　in　the　thicket　on　the　bank，　moans　of　pains　from　injured　people　were
escaping　to丘ll　the　air，　and　those　people　with　red．burnt　skills　wandering　about　for
water　were　seen　ill　dim　Iight　from　time　to　time　during　the　night－this　was　an　inferno．
My　aunt　also　died　of　cancer　in　five　years．
　　　　Meanwhile，　my　sisters　came　back　home　one　after　anothor　early　that　afternoon．
Luck　was　with　us．　If　the　city　had　been　bombed　15　minutes　earlier，　the　four　of　us
would　have　been　killed　on　our　way　to　school　in　the　trains　which　ran　through　ground
zero．　After　my　sisters　had　returned　to　our　parents　living　on　an　island　in　the　Inland
Sea，　I　spent　three　more　days　with　my　aunt　on　the　bank，　a　hell　on　earth，　and　was　at
home　at　the　end　of　the　war．
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mentally　than　physically．　What　lf　my　children　or　my　grandchildren　would
to　be　a田icted　with　illnesses　caused　by　A－bomb　radiation　one　day，　to　whom
should　I　apologize？　I　have　had　some　sleepless　nights　worrying　about　this．
　　　　Hav玉ng　spent　such　days，　I　myself　do　not　understand　why　I　have　decided
about　my　experiences　of　A－bomb．　As　time　passed　by，　somehting　might　h
in　my　mind。　More　than　anything　else，
we，　victims　of　an　atomic　air．raid，　have　such　a丘rm　belief　as　follows．
　　　　It　is　a　plain　fact　that　the　United　States，　which　values　freedom　and
atom．bombed　Hiroshima　and　Nagasaki　in　an　effort　to　put　an　earlier　end　to
Ialso　beheve　Japan　or　Germany　would　have　used　the　bombs　i
eatlier　than　America．　This　could　be　true　of　communist　or　socialist
　　　　Since　that　fatal　day，39　years　has　passed．　I　have　not　written　anything　about　this
experiences　of　mine　in　my　books　or　articles　during　these　years．　A　guilty　feeling　about
having　survived　may　have　kept　me　from　touching　that　memory．　Imust　admit　that　I，
as　a　victim　of　the　A－bomb，　really　did　not　want　to　refer　to　the　matter．
　　　　In　1955，　ten　years　after　the　A－boml〕ing，25　girls　suf〔ering・from　serioUs　keloid
burns　went　to　New　York　for　special　treatment　under　the　auspices　of　the　civilian
paci丘sts，　Norman　Cousins　and　lda　Day。　They　were　called　Genbaku・otome，　or，　Hiro－
shima　Maidens．　Twenty－one　of　them，　all　now　about　50，　are　surviving。　All　of　themゴ
except　four　living　in　the　United　States　or　Canada，　are　liv量ng　in　Hiroshima　Prefecture．
Most　of　them　are　said　to　keep　silent　about　their　fatal　experinces，　refusing　any　propo．
sals　of　interview．　They　do　want　to　be　left　alone，　to　keep　their　experiences　secret．　A
few　of　them　fortunately　married“handsome”men　and　had　healthy　children．　Probably
the　following　remark　by　such　a　“fortunate”one　seems　to　express　honestly　feelings　of
the　victims　including　me：
　　　　“People　may　think　us　happy．　But　we，　ourselves，　cannot　help　being　suspiclous
about　our　happiness．　If　we　had　not　had　such　serious　burns　on　“that　day”might　we
have　Ied　more　joyful，　more　active　lives　？”
　　　　Unlike　these　wo’men，　I　did　not　have　a　scratch．　Yet　I　have　been　pufsued　by
endless．浮獅?≠唐奄獅?唐刀C　when　I　suffered　stomatitis　some　days　after　the　bombed　day，　or
found　stigmas　on　my　feet丘ve　years　later．　Nevertheless，　I　did　not　see　a　doctor．
　　　　My　sisters　may　have　had　similar　experiences，　but　my　family　have　been　spent　these
39years　without　talking　about　A－bomb，　which　means　we　were　more　seriously　hurt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　be　found
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　and　how
to　speak
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　ave hapPened
Iwant　to　tell　all　the　people　in　the　world　that
　　 　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 uman　rights，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　war．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fthey　had　been　available
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　’c untries．　　If
another　world　war　should　break　out，　undoubtedly　nuclear　weapons　would　be　used．ith
almost　never　missing　targets．　Therefore，　the　only　way　for　Japan　to　defense　itself　is　to
show　the　world　that　it　does　not　have　any　nuclear　weapons．　To　observe　the　three
principles　for　denuclearization　is　essential　for　Japan　to　survive－this　is　our　fir血　belief．
We　do　wish　that　America　will　not　bring　nuclear　arms　into　Japan，　the　only　one　country
A－bombed．
　　　　Otherwise，　the　victims　would　be　distrustful　of　human　beings．　It　was　Am6rican
government，　not　American　people，　that　A－bombed　Hiroshima．
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　　　　In　Japan，　a“ban－the．A－and　H－bombs　campaign”has　been　repeatedly　derailed　by
the　Communist　and　Socialist　Perties．　Along　with　this　movement，　the　day　of　A－bomb
has　been　weathered，　unfortunately，　young　people　are　increasing　perceiving　the　A．
Bomb　as　being　part　of　a　mythical　world，　As　if　having　anticipated　such　a　trend，　the
Govemment　seems　to　be　gradually　becoming　activeヴin　promoting　armament．　If　things
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トgo　like　this，　soon　the　Japanese　government　itself　might　recall　for　nuclear　arms　from
other　countries．　We，　A－bomb　victims，　do　wish　Japan　and　America，　specially　Japan，
that　they　will　never　cause　such　tragedy　again．
　　　　As　I　told　before，　I　am　now　speaking　about　my　experiences　of　A－bomb　for　the
丘rst　time，　and　I　am　afraid　that　the　Japanese　governnent　w量11　soon　have　to　introduce
nuclear　arms　from　the　United　States．　The　atmosphere　is　growing　tense，　and　as　one　of
the　developmental　psychologists　with・A－bomb　experiences，　I　will　g量ve　a　warning　how
dangerous　the　situation　is．
（2）　The　Current　Dangerous　Orientation　in　Japan
　　　　There　is　an　interesting　study　which　throw　light　on　the‘‘good．boys　and　nice－girls”
of　Japan，　It　concerned　the　moral　development　of　adolescents　in　Tokyo，　Japan．
Adapting　the　methods　which　Kohlberg　had　used　in　investigating　the　moral　development
of　adolescents　in　America，　Yamagishi（1973）presented　Japanese　youths　with　similar
tasks　in　order　to　assqss　their　level　of　moral　development．　In　Kohlberg’s　research　the
Am。，ican。d。1。，cとnt，　W6，e　ch。・atce，i、ed　bY’卜【．モh・ee　m・j・・1・v・1・．．　Th・・e　were　th・
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Fig．2　Development　of　moral　Judgement　and　of　obedience
preconventional　level，　entered　into　around　age　10，　the　level　of　conventional　rule
conformity，　entered　into　around　age　13，　and　the　highest　level　of　self．accepted　moral
principles，　enteエed　into　at　around　age　16．
　　　　In　short　the　moral　development　of　adolescents　in　America　showed　a　dynamic
movement　through　the　levels　of　moral　developmellt．．Adolescents　in　Tokyo，　however，
were　already　functioning　at　a　higher　level　than．their　American　counterparts　at　age　10．
But　it　takes　them　Ionger　to　reach　the　highest　level　of　moral　development，　as　they
remain　in　the　intermediate　level　for　quite　some　time．　Studies　by　Eisenstadt　of　America
（1931）and　Ushijima　of　Japan（1929）have　also　pointed　to　this　development　difference，
See　figure　2．
　　　　Japan　has　had　a　great　number　of“good　boys－nice　girls”throughout　the　prewar
and　postwar　days．　During　the　war　it　was　well　known　at　home　and　abroad　that　the
whole　nation　devoted　itself　to　raising　“good　children”as　advocated　in　the　Imperial
Rescript　on　Education　presented　in　1890　and　focusing　on　loyalty　to　the　Emperor　and
patriotism．　As　a　result　a　large　mass　of　boys　became　soldiers　who　sacri丘ced　themselves
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lto　the　war　for　the　prosperity　of　Japan，　the　Empire．　Since　the　end　of　the　war，　adults，
especially　parents　and　teachers，　in　Japan　have　been　still　trying　to　raise　children　accor－
ding　to　the　stereotype　of‘‘good　boys－nice　girls”．　This　stereotype・thus　has　had　a　great
impact　on　children’s　minds　and　behaviors．　Another　change　after　the　war　is　that
Japanese　adoiescents　reach　the　principled　level　much　later　than　the　prewar　days．
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During　the　prewar　days　they　reached　this　level　earlier　than　American　adolescents．
　　　　This　traditional　attitude　of　raising“good　children”，　the　characteristic　uniform
education　of　Japan，　is　stil1五rmly　rooted　in　the　society．　This　is　shown，　for　example，
in　the　remark　by　Sadako　Ogata，　a　former　minister　to　the　United　Nations，　when　she
se且t　her　children　to　an　elementary　school　and　a　high　school量n　the　United　States：her
chidren　were　surprised　to丘nd　out　that，　compared　with　America　where　every　child
actively　shows　his　or　her　individuality　with　everything，　in　Japan　every　friend　or　every
teacher，　or　every　adult　has　Iittel　different　opinion　from　others　with　every　thing．
　　　　Although　the　meaning　of“good　children”changed　owing　to　the　establishment　of
the　Japanese　Constitution，　the　attitude　of　rais三ng　‘‘good　children”　has　been　rather
encouraged．　Michio　Nagai，　a　former　Education　Minister　of　Japan，　who　has　spent
many　years　in　America，　calls　this　trend　educatioll　of“an　accelerated　man．”He　says，“School
education　of　Japan　was　led　only　by　the　government，　aiming　at　wealth　and　military
strength　until　the　end　of　the　second　World　War　and　at　economic　growth　after　the
war．　Continually．accelerated　Japanese　kept　on　proceeding　fast，　but　nobody　knew
where　the丘nish　line　was．　After　running　incessantly，　the　nation　fell　oveゴaprecipice
in　a　body　at　the　end　of　the　war．　Such　attitude　has　not　yet　changed　in　itself：the
whole　nation　is　heading・for　excessive　valuing　of　academic　background，　preparing
education　for　examinations　and　high　economic　growth．”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thanks　to　these　efforts，∫apan，　standing　seco・
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tions　between　Japan　and　other　countries
　　　　Recently　it　is　said　that　some
haughty，　and　showing　a　tinge　of　overcon丘dence，
“Japan　as　No．1”or‘‘The　21　th　Century，
seems　to　draw　attention　especially　the　Japanese
many　years．　Akira　Hasegawa，　a　scientist　living　in　America，　says　that　descriptions　such
as“iapan　is　now　one　of　the　big　powers”or“Japan，　a　major　power”，　is　becoming
more　conspicuous　in　newspapers　and皿agazines　sent　from　Japan　these　days．　To　foreign
countries，　Japan　might　seem　to　be　a　self・conceited　nation，　which　believes　that　Wes．
nd　on　the　list　of　GNP　in　the　free　world，　enJoys
the　richest　life　it　has　ever　had。　Fig．3　clearly
shows　that　one　factor　supporting　its　high．ranked
GNP　lies　in　the　accelerated　education．　The　per－
centnge　of　students　who　go　on　to　schools　of
higher　grade　is　becoming　higher　go　on　to　raise
GNP。　On　the　other　hand，　delinquency　by　stu・
dents　incapable　of　keeping　up　with　classroo皿
　studies，　and　school　or　group　or　family　violence
supposedly　caused　by　putting　undue　emphasis　on
scholastic　records　are　becoming　social　issues．　With
these　domestic　problems，　those　of　economic　fric．
　　　 are　well　k own　abroad．
Jap nese　in　foreigh　countries　look　immoderately
　　　　　　　　　　　　　as　if　encouraged　by　such　words　as
　　　　　　Japanese　Century．”This　posture　of　Japanese
　　　　　　　　　　　who　have　been　living　in　America　for
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ratlons．　The　percentage　of　those
．in　early・twenties　is　higher　than
those　i且late．twenties　after　1979．
Though　it　is　not　shown　in　the
丘gure，　those　in　early・twenties　are
reported　always　to　have　been　the
lowest　of　all　generations　since　1970．
In　Fig．5，　the　percentage　of　those
in　early・twenties　who　supPort　for
every　ite皿is　above　average，　much
above　those　in　Iate．twenties　and
in　thirties．　Especially　the　percen．
tage　　of　supPorters　for　use　of
armed　force　is　the　highest　of　all
age　g「oups・
tern　countries　are　of　less　importance，　or　it　has　nothing　to　learn　from　other　countries
much　less　from　southeastern　Asian　countries。　On　the　other　hand，　at　hbme，　Japanese
are　similar　to　students　incapable　of　keeping　up　with　classroom　studies，　who　have　lost
confidence　and　possessed　by　inferiority　complex．　These　phases　make　a　queer　contrast．
How　will　this　pendulum　will　swing　hereafter　P
　　　　In　this　self．Hattering　climate，　Prime　Minister　Yasuhiro　Nakasone　visited　Hiroshima
to　attend　the　38　th　mass　memorial　meeting　for　A－bomb　on　August　6．1983　and　criticized
by　giving　an　address　to　the　A－bomb　victims　including　some　foreigners：In　his　address
he　adm量tted　that　Japan　had　been　through　many　di鉦iculties　successfully　becuuse　it　is　a
single－nation　state　with　a　history　of　2，000　years，　singular　in　the　world．　As　if　answe．
ring　such　thinking　by　the　prime　minister，　a　wave　of　conservatism　is　surging　up　young
people，　and　a　hawk　style　is　becoming　more　popular　among　them．　Fig．4shows　the
percentage　supporting　for　Liberal　Democratic　Party　by　youth　in　early，twenties　and　late．
twenties　and　average　of　all　gelle－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　’　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　）　　　　average　of　all　generatiQns
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　According　to　a　newspaper　report，　the　following
　　20
　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　phenomenon　is　often　seen　among　young　People：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0ne　agressive　rightist　group　of　the　youth　has　150
　10　　　　　　　　　　　　　　　　reserve　men，　about　half　of　whom　are　the　boys
　　　　　6’5　　　d「aft　　　　　　　　incapable　of　keeping　up　with　in　classroom　studies．
　　　　　　　　　　　　　　system
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Without　any　hope　for　their　school　achivements，
　　　　20　25　30　　35　40　50　Qver60
　　　　1、1，1、演，1、．　　　・h・y・・e・n・・i…・1y・・mpl・i・i・g・b・・t　th・i・tea－
　　　　　　　　　　1　．・・　　．　　　　　　　　chers　and　friends　who　do　not　like　to　deal　with
F’9’　6B。留灘e、溜「°噛　th・m・…p・・e　and・・glect　th・m・…h…her
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　group　gave　such　boys　a　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 of　 　　　　 　hand， the leaders
warm　welcome，　thinking　that　thay　are　preventing　these　boys　from　becoming　delinquent．
　　　　Today，　such　adults　tend　to　be　displeased　with　the　current　education，　missing　that
in　the　prewar　days．　The　above　boys’dissatisfaction　with　their　teachers　and　society
that　are　indi鉦erent　to　them　seems　to　be　changing　into　hatred　for　them．　Many　of　the
above　reserve　hands　have　already　been　mobilized　for　the　campaign　to　down　the　Japan
Teachers’Union　by　asking　petition　on　streets　or　making　speeches　from　a　campaign
trucks．　The　police　authorities　are　keeping　cool　saying　that　the　boys　will　be　tired　of
the　activities　soon，　since　they　do　not　persevere　in　anything．　However，　Kenji　Ino，　an
authority　on　rightist　problems，　thinks　it玉s　not　a　temporary　trend　because　the　boys
have　no　other　place　to　go　to．
　　　　Even　if　these　struggling　students　give　vent　to　their　hatred　for　their　teachers　or
friends　through　school　or　family　violence，丘nally　they　will　be　controlled　and　their　fear
and　hatred　for　environments　will　be　inten6i丘ed．　They　are　increasingly　deviating　from
“good　children”．　When』aware，　though　vaguely，　of　the　shadow　of　authorities　behind
teachers　driving　them．　to　control・oriented　education－completely　deserted　by　ingroup一
・h・i・fea・wlll・nl，　b・m・・e　i…n・i丘・d．　Thus　sup・essed　h・・tiliS・wi・h　fea・g・・w・
fierce　in　search　of　stable　targets　to　aim　at．　This　is　a　typical　case　of“displacement”
by　Miller，　N．　E．
　　　　They　subconsciously　keep　on　s号eking　after　a　golden　standard　of　“good　chiidren”
which　is　highly－compensatory－admission．by　ingroup－and　aggression　to　outgroup・the
targ・t．・f　h・・tility。　F・r　ex・mpl・，・hild・e・b・・ught・p　by・t・i・t　p・・e・t・ar・・aid　ea・ily
to　make　racial　discrimination，　Hostility　supressed　by　fear芝as　shown　in　Fig・7・is　more
easily　turned．towards　highly　compensatory　outgroup　which　is　less　fearful　taking　loyalty
t・mg・q。p，・ymb・lized　by・t・i・t．par・nt・，・・al・v・・．　Thi・i・th・feat・・e・・f　di・place－
ment，　and　th「reason　why　Japanese　forces・were　strong　at　war・
　　　　Al，。　i。　th。　prew。，　d。y，，　sch・・1。i・1・nce　w・・cert・i・1y　n・ticed，　b・t　recently　it　h・・
become　more　conspicuous　for　the　following　reason：After　the　war・　the　aggression
against・outgroup　has　been　supPressed　as　a　matter　of　course，　because　of　the　Japanese
Constitution　and　equality　between　men　and　women．　Theエefore・hatred　and　hostility
gradually　caused．正）y　distorted　school　education，　have　no　outlets・　Finally・　it　cannot
help　exploding；thus，　family　and　school　violence　are‘caused　frequently　and　suddenly・
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　　　　　　　　　　　　　　　　Stressed　threat　by　Invasion　and
　　　　　　　　　　　　　　　　Education　of　Patriotism
Fig．7　Family　violence　Neglect　Aggress三〇n
　　　　At　thls　serlous　moment，1f　a　wrong　course　ls　taken，　that
expansion　of　armaments　is　taken，　whether　it　is　in　the　form　of
we　will　be　bogged　dowll　and　never　be　able　to　escape　from　it．
Japan’s　experiences　of　A－bomb　has　begun　to　weather，　and　the
renouncing　Japanese　Constitution　is
This　is　a　desperated　way　gf　postwar　outlets　for　hatred　by　children’suppressed　and
driven　into　a　tight　corner，　Now，　some　adults　has　made　and　controlled　an　effective　out．
group，　toward　which　youth　are　being　freed　in　a　body．
　　　　Here，　let　us　turn　attention　to　the　countries　around　Japan．　A　foreigner　was　repor・
ted　to　have　suggest　that　Japan，　the　United　Stated　and　the　Soviet　Union　should　be　the
three　big　military　power　and　be　responsible　for“peace　by　force”．　South　Korea　is
said　to　hint　that　it　asks　economic　aid　from　Japan　in　exchange　for　its　taking　over
　　　　　．security。
　　　　The　demand　from　the　hawks　in　Japan　seems　to　become　more　louder，　and　as　if
responding　to　it，　on　the　occasion　of　intrusion　into　Afghanistan　by　the　Soviet　Union，
the　Japanese　government　became　much　more　nervous　about　the　Soviet　threat．　West
Germany　was　wondering　if　the　expansion　of　armaments　would．　be　the　best　plan
granting　it　to　be　true　the　Soviets　is　a　threat　to　the　worid　peace．
　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
being　shaken，　I　hope，　I　pray　Japan
1s，　the　course　to　the
conom c aid　or　not，
　In hese　days　when
ideology　of　the　war．
　　　　　　 will remain　a
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non－nuclear　power　for　ever．
　　　　Iam　very　honored．to　be　here　to　Share　with　you　my　personal　experience　of　the
atomic　bomb，　as　I　was　present　in　Hiroshima　that　fateful　day　it　was　dropped．　Thank
yOU・
　　　　Survey　co皿ducted　with　608　4　th　year　undergraduate　students　in　teacher　certifica・
tiOn　prOgram，　Meiji　UniVerSity，　TOkyO，　Japan．
●
1
2．
●
3
The　Ilotion　that　the　Americans　and　Soviets　must　keep　an　equal　pace　ill　nuclear
arms　production　is
（1）　correct　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47
（2）　not　correet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　374
（3）　neither　correct　nor　incorrect　　　　　　　　　　　　　181
　　　　no　response　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　608　total
As　long　as　there　a『e　nuclear　weapons，　they　will　be　sometime
（1）．used，　lea4ing　to　th宇extinction．　of　man　　　　264
（2｝　never　used　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　69
（3）．do翼t知now　whethβr　weapons　will　be　used　or
　　　not　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　263
　　　　no　response　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　608　total
Japan’s　pledge　to．never・take　part　in　nuclear　arms　production　or　use
（1）It　should　be　preserved　no　matter　what　　　425
（2）Japan　i＄arleady　playing　some　role　in　this，
　　　　and　thus　the　pledge　is　no　longer　valid　　　152
（3）Jap融11　shoqld　do　as　much　as　possible　to
　　　　participate　in　arms　buildup　　　　　　　　　　10
　　　　1十2both　circled　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　no　response　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　608　total
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The　Psychological　Impact　of　Hiroshima　on
　　　　　　　　Japanese　Survivors（abstract）
　　　　Approximately　370，000　A－bomb　victims　are　alive　today　in　Japan．　Although　the
medical　and　physical　effects　of　being　a　survivor　have　received　much　worldwide　attention
with　the　physical　results　of　surviving　being　indelibly　etched　on　world　consciousness
through　viewing　Photographs　of　the　victims，　the　Japanese　literature　also　is　rich　concer－
ning　the　psychological　and　sociological　impact　of　survivorship．　The　author’s　interest
in　this　area　has　been　lifelong－stemming　from　his　own　survival　of　the　Hiroshima
A－bomb．
　　　　The　immediate　efFect　on　survivors　was　one　of　intense　psychoiogical　shock　described
as“total　collapse”－being　alive　in　a　situation　beyond　normal　coping　and　surrounded　by
an　intense“emptiness。”Surviva正in　an　environment　permeated　by　death，　emptiness
and　desolation　was　unnatural　and　for　many，とlthough　alive，　their　identi丘cation　was
with　the　dead．　However，　by　identifying　with　each　other　and　the　development　of　a
natural　support　system　they　could　begin　the　process　of　decreasing　the　conspicuousity
of　having　survived．
　　　　This　report　will　outline　the　psychological　stages　which　lnany　surマivors　experienced
over　the　past　four　decades．　Among　these　are：（a）the　working　through　of　guilt　and
shame　and　self．condemnation，（b）the　dea’しh　guilt　to　use　Liften’s　phase，（c）government
attitudes　and　policies　toward　vict量ms，（d）the　anxieties　and　fears　of　delayed　radiatio且
effects，（e）guilt　over　procreat三〇n　and　concerns　about　unknown　effects　on　their　children，
（f）discrimination　by　nonvictims　and（9）the　consequences　of　past　health　impairment
and　possibile　future　impairment　on　their　ability　to　work，　care　for　themselves　and　their
families．
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